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浪建占第　　号
年　　月　　日
道路占用許可書
住所
占用者
氏名
浪江町長　　　　　　　　印
年　　月　　日付で申請のあった道路敷地の占用については、道路法（昭和27年法律第180号）第35条の規定により、下記「２」の条件を付して次のとおり許可します。
１　許可の内容
	道路の路線名
	町道　　　　　　　　　　　　　　　　　　　線

	占用の場所
	浪江町大字　　　　　　　字　　　　　　番地

	占用の目的
	

	占用の面積
	

	占用の期間
	年　　月　　日から　　　年　　月　　日まで


	占用料金
	円


２　許可条件（別紙）
（別紙）
道路占用許可条件
(１)　占用のため工事に着手又は完了したときは、すみやかにその旨を届出なければならない。この場合、工事完了届については、道路原形復旧及び掘削断面の写真を添えること。
(２)　道路管理上その他公共福祉のため必要があるときは、許可を取消し、又は占用物件の改築、移転、除去を命ずることがある。ただし、これによって生ずる費用及び損害は、補償しない。
(３)　占用を明らかにするため占用工事地先に標杭又は標札を設け、目的、面積、期間、占用者の住所、氏名、許可年月日、指令番号等を明記した標示をしなければならない。
(４)　工事は、許可書受領の日から直ちに着手し、許可期間内に完了すること。
(５)　道路占用及び使用範囲を厳守し、交通の妨害とならないよう注意すること。
(６)　足場、仮囲、資材置場等は、夜間赤色灯を設け、通行者及び通行車両に危険のないようにすること。
(７)　工事施行上、道路構造を破損した場合は、原形に復旧すること。
(８)　掘削を伴う工事の場合は、道路掘削許可条件を守り施工すること。
(９)　舗装復旧が不完全のため、１年以内に破損又は交通上支障があると認めたときは、再復旧すること。砂利道の場合も高低差が生じたときは、完全復旧するまで手直し施行を命ずる。
(10)　占用範囲を厳守し、仮囲外へ資材や建築機械を散乱させてはならない。
(11)　仮囲内に消火栓がある場合は、消火栓の部分ははずし、いつでも使用できるようにしておくこと。
(12)　仮囲、資材置場には、所轄関係官庁の許可事項を掲示しておくこと。
(13)　仮囲には、前号以外の広告、立看板、はり紙等は、添加しないこと。
(14)　占用箇所及びその付近の交通標識の効用を阻害しないこと。
(15)　工事着手については、隣接利害関係者に対して工事の内容のＰＲを徹底すること。
(16)　工事現場に接する道路交通の円滑化には常に整理員等を配して努力すること。
(17)　この許可書とは別に、警察署長の道路使用許可書を受けなければ道路上で作業することはできません。
(18)　工事に着手するときは、双葉地方広域市町村圏組合火災予防条例（昭和48年組合条例第７号）第45条第５号の規定による道路工事届を所轄消防署に提出すること。
(19)　許可書は、常時工事現場に携帯し、道路管理者の要求があれば、いつでも提示されるようにしておくこと。
(20)　前各号のほか、道路法（昭和27年法律第180号）、浪江町道路占用料徴収条例（昭和63年浪江町条例第８号）、及び浪江町道路管理規則（平成４年浪江町規則第３号）を守ること。
